
、



名
誉
町
民
に
河
端名書町民となった

河端 豊前町長

町
は
六
月
十
八
日
開
会
し
た
定
例
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
前
町
長

河
端
豊
さ
ん
(
栄
町
在
住

-m歳
)
を
名
誉
町
民
と
し
ま
し
た
。

名
誉
町
民
は
故
曽
我
井
定
一
さ
ん
に
次
い
で
ニ
人
目
で
す
。

河
端
さ
ん
は
現
在
、
体
鯛
を
く
ず
さ
れ
函
館
市
内
の
病
院
に
て
入
院
加

療
中
で
す
が
、
お
礼
の
言
葉
を
し
た
た
め
た
手
紙
を
い
た
だ
い

τお
り
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

貝

献

精
励
格
勤
、
模
範
兵
と
し
て
優
秀

な
成
総
に
よ
り
昇
進
を
重
ね
ま
し
た

が
、
終
戦
と
と
も
に
帰
郷
し
農
業
に

従
事
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
、
地
域
住
民

か
ら
推
さ
れ
て
今
金
町
議
会
議
員
に

初
当
選
、
以
来
連
続
五
期
に
わ
た
り

在
職
し
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
か
ら

一
期
、
議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
五
月
、
町
長
に
初

当
選
、
連
続
四
期
在
任
し
、
そ
の
問
、

今
金
町
総
合
計
画
を
樹
立
し
、
長
期

町
政
発
展
に

大
き
く

河
端
さ
ん
は
今
金
町
八
束
に
生
ま

れ
、
昭
和
八
年
現
役
兵
と
し
て
軍
隊

に
入
隊
、
そ
の
後
二
度
の
招
集
を
受

け
軍
隊
勤
務
を
さ
れ
ま
し
た
。

• • 

吋森
林
浴

mmワ
w
rf夕
刊
一ヅ
h
yt
美
利

回河
?」
事
業

ufh

vv開
発
局
地
域
活
性
化
貢
献
貨
に
¥

ジ
ア
y
プ
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
の
が

「森
林
浴
の
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
美
利
河
」
と
し
て
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
、
岩
内
町
内

「
い
わ
な
い

7

リ
ン
タ
ウ
ン
と
ふ
ゆ
ト
ピ
ア
」
事

業
の
二
事
業
が
受
賞
し
ま
し
た
。

豊
さ
ん

お
私
の

霊童-
E司

葉

本
目
、
計
ら
ず
も
村
本
町
長
様
、

中
野
議
長
様
の
御
来
訪
を
戴
き
ま
し

て
、
去
る
六
月
十
八
日
町
議
会
定
例

会
に
於
い
て
、
名
誉
町
民
と
し
て
満

場
一
致
で
決
議
が
な
さ
れ
、
更
に

一

般
町
民
の
方
々
か
ら
も
多
く
の
賛
意

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
名
誉
町

民
の
受
諾
を
頂
き
度
い
と
の
お
言
葉

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
、
突
然
の
こ

と
で
あ
り
返
す
言
葉
に
窮
し
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。

私
は
農
業
の
町
の
町
民
の
代
表
と

的
な
展
望
に
た
っ
た
調
和
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
諸
施
策
を
着

々
と
進
的
、
高
い
行
政
手
腕
を
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
、
絵
山
支
庁

管
内
町
村
会
副
会
長
に
選
任
さ
れ
、

管
内
町
開
発
促
進
の
た
め
大
い
に
努

力
し
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
地
方
自

名
誉
町
民
は
、
長
く
本
町
に
在
状
と
記
章
が
贈
ら
れ
る
の
を
は
じ

住
し
、
社
会
文
化
の
興
隆
、
町
の
め
、
年
額
六
十
万
円
の
終
身
年
金
、

一
発
展
に
功
績
が
あ
り
、
郷
土
の
誇
町
立
病
院
な
ど
町
長
が
指
定
す
る

り
と
し
て
深
く
尊
敬
さ
れ
て
い
る
公
の
施
設
の
使
用
料
の
軽
減
ま
た

一

方

に

対

し

て

称

は

免

除

な

ど

の

一

号
を
贈
り
、
そ

F

ヨま「司
T
J
E℃

特
典
、
待
遇
も

一

の

栄

誉

を

た

た

毛

老

臣

田

E

与
え
ら
れ
ま
す
。

一

え
る
も
の
で
す
。

な
お
、
本
町

一

こ
れ
は
町
条
例
に
基
づ
い
て
、
の
名
誉
町
民
は
、
故
曽
我
井
定
一

一

町
長
の
推
関
に
よ
り
町
議
会
の
同
さ
ん
に
次
い
で
二
人
目
と
な
り
ま

一
意
を
得
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

す
。

一一

名
誉
町
民
に
対
し
て
は
、
推
挙

し
て
、
農
業
の
振
興
と
、
自
治
体
の

財
政
確
立
を
柱
に
す
る
総
合
的
町
政

の
発
展
の
た
め
に
、
自
己
を
省
み
ず

懸
命
の
努
力
を
致
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
り
ま

す
名
誉
町
民
と
な
り
ま
す
と
、
そ
の

欠
け
る
点
が
多
く
、
誠
に
恥
ず
か
し

い
次
第
で
あ
り
ま
す
と
申
し
上
げ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
経
過
致
し
ま
し

た
職
責
は
町
民
の
意
志
に
よ
り
ま
し

治
的
振
興
の
た
め
幅
広
く
活
躍
き
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
数
々
の
功
労
が
認
め

ら
れ
、
昭
和
六
十

一
年
十

一
月
に
は

勲
四
等
瑞
宝
章
(
地
方
自
治
功
労
)

の
栄
誉
に
も
輝
か
れ
て
お
り
、
本
町

の
名
誉
町
民
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方

と
い
え
ま
す
。• • 
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て
与
え
ら
れ
た
職
務
で
あ
り
ま
し
て
、

今
囲
内
こ
の
事
も
、
町
執
行
者
・
町

議
会

一
般
町
民
的
方
々
の
御
意
と

い
た
し
ま
す
と
、
大
衆
の
御
意
志
を
、

一
人
の
意
志
に
よ
り
ま
し
て
是
に
従

わ
な
い
等
の
事
は
あ
る
べ
き
で
は
な

い
と
自
己
の
意
志
向
よ
り
ど
こ
ろ
と

定
的
、
教
養
、
識
見
、
徳
望
等
の
至

ら
ぬ
占
の
多
い
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
恥
を
忍
ん
で
町
民
の
皆
様

町
御
意
志
を
お
受
け
致
し
ま
す
と
ご

回
答
申
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す。
従
い
ま
し
て
残
余
の
人
生
は
己
の

至
ら
な
い
占
を
充
足
致
し
、
町
民
の

皆
様
方
の
御
意
志
に
反
す
る
こ
と
な

い
様
努
力
を
致
し
て
参
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
今
後
共
一
層
の
御
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
御
礼

的
言
葉
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

O 及 施
(5) (4) (3) (2) (1) ぴす今

8 閉第 る 金
国農教育委 議町 四こ町

保病業委 務会事部長 リ出 土曜 にと では 月
院塁務Z事 務塁E事 局 部 M良な ガ(局 り八
救 の z本 門閉ま月

ら者言 一 庁 し ー
局 局 般 の とた日

4 のの務業ー な。か
の 一 一 般 り土ら

診療及び 務般業 般業務及

業
すま 曜閉 閉序部 週務
。庁

6 の 門

病棟部
ぴ 中刀と

休実給食
八は日 庁部開

門 セ
Lま 、〆' 月門
F主 タ 八の 施〈 日イ井
) 

業務
の用
第に
ニよ
土り
曜

、

日四
で週

毎第月 休六を

ニ実

戸部局長から表事を畳ける村本町長

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

正
が
六
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
税
法
及
び
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
国
保
税
賦
謀
限
度
額
は
現
行
四

十
四
万
円
が
四
十
六
万
円
に
、
低
所

得
者
の
四
割
軽
減
世
帯
一
人
当
た
り

基
準
額
は
、
二
十
二
万
円
か
ら
二
十

町
が
美
利
河
地
区
で
進
め
て
い
る

ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
が
北
海
道

開
発
局
地
域
活
性
化
貢
献
貨
に
選
ば

れ
、
七
月

一
目
、
札
幌
第

一
合
同
庁

舎
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
貨
は
開
発
局
の
開
局
四
十
周
年

を
記
念
し
て
昨
年
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、
開
発
局
的
事
業
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
対
象
と

し
た
も
の
で
す
。

町
は
平
成
=
一年

度
完
成
し
た
美
利

河
ダ
ム
の
有
効
活

用
と
過
疎
脱
却
を

目
指
し
て
、
ス
キ

l
場

・
温
泉
・
温

水
プ

l
ル
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
ク

ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

山
岳
と
水
辺
町
豊

か
な
出
合
い
を
通

し
て
地
域
の
イ
メ

二
万
五
千
円
に
各
々
引
き
上
げ
に
な

り、

六
割
軽
減
基
準
額
三
十

一
万
円

は
す
え
置
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、国
保
被
保
険
者
の
担
税
力
、

新
規
施
策
的
国
保
財
政
支
援
措
誼
等

に
よ
り
、
所
得
割
額
百
分
の
七

・
七

O
、
資
産
税
割
額
百
分
の
六
十
六
・

0
、
被
保
険
者
均
等
割
額
一
人
に
つ

き
二
万
二
千
円
、
世
帯
別
平
均
割
額

四
万
円
は
す
え
置
き
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。

今
固
め
改
正
は
極
力
増
税
に
な
ら

な
い
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、
人
口
の

流
出
、
他
保
険
に
移
行
等
に
よ
る
被

世
帯
数
、
被
保
険
者
数
と
も
減
少
す

る
と
い
う
中
で
、
医
療
費
の
需
要
額

推
計
で
、
依
献
と
し
て
高
水
準
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
税
額
が
被
保
険
者

一

人
当
た
り
七
万
七
千
六
百
三
十
円
と

な
り
、
前
年
度
対
比
三
千
八
百
七
十

一
円
の
負
担
増
、
一
世
帯
当
た
り
二

十
三
一万

一
千
四
百
三
十
九
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
七
千
百
三
十
四
円
の
負

担
増
と
な
り
ま
し
た
。

1
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合
自
の
健
康

今
金
町

・
保
健
推
進
貝
協
議
会

・

衛
生
委
貝
会
内
共
催
に
よ
る
「
健
康

ま
つ
り
」
が
七
月
一
目
、
町
民
セ
ン

タ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

n
今
日
の
健
康
明
日
へ
の
笑
顔
。

を
王
題
に
各
自
の
健
康
状
態
的
診
断

.
相
談
及
び
今
後
の
健
康
づ
く
り
を

学
習
す
る
こ
と
等
を
狙
い
と
し
た
も

の
で
、
こ
の
日
は
、
お
年
寄
り
を
中

心
に
三
百
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し

た
午
前
中
は
、
血
圧
測
定

・
尿
検
査

血
液
検
査

・
視
力
検
査
な
ど
で
健

明
日
へ
の
笑
顔

健
康
ま
つ
り
開
催

康
度
を
チ
エ
ソ
ク
、
ま
た
、
展
示
学

習
ふ
れ
あ
い
ナ

l
ス
ン
ヨ

y
プ
コ

ー
ナ
ー
・

映
画
「
庁
ン
の
予
防
」

ガ
ン
予
防
試
食
コ
ナ
ー
な
ど
で
健

康
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
ま
し

た
午
後
か
ら
は
、
日
本
レ
ク
リ
ェ

l

ン
ョ
ン
協
会
公
認
指
導
員
数
馬
静
志

さ
ん
の
「
幸
世
づ
く
り
は
健
康
づ
く

り
」
と
聞
出
し
た
統
括
が
あ
り
、
健
康

に
は
、
心
・
体
社
会
的
健
康
(
生

き
る
価
値
)
町
三
つ
が
あ
る
。

幸
せ
な
世
の
中
づ
く
り
が
健
康
づ

く
り
に
つ
な
が
り
‘

幸
せ
を
つ
く
る
の

は
み
な
さ
ん
一
人

一
人
で
す
。
健
康

に
は
動
く
こ
と
が

一
番
大
切
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
た

っ

ぷ
り
の
諮
り
口
に

笑
技
を
ま
じ
え
、

二
時
間
あ
ま
り
の

楽
し
い
お
話
し
で

し
た
。

チ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川

に
コ
ス
毛
ス

植

裁

函
館
土
木
現
業
所
今
金
出
張
所
で

は
七
月
九
日
、
町
役
場
、
教
育
委
員

会
、
街
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
協
力

を
得
て
、
市
街
地
を
流
れ
る
チ
プ
タ

ウ
y
ナ
イ
川
に
二
千
五
百
本
の
コ
ス

数馬静志さんの畢 Lい講話

• (. 

モ
ス
を
植
栽
し
ま
し
た
。

こ
の
目
は
、
今
小
の
四
年
生
、
六

十
九
名
を
含
む
百
名
あ
ま
り
が
参
加

し
、
植
え
た
あ
と
に
名
札
を
立
て
ま

し
た
。

こ
の
行
事
の
ね
ら
い
は
‘
同
出
張

所
内
ワ
ン
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
親
し
み
ゃ

す
い
水
辺
の
創
出
を
図
る
た
め
地
域

住
民
と
共
に
つ
く
る
「
ふ
る
さ
と
の

川
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

七
月
の
河
川
愛
護
月
間
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ス
モ
ス
は
、
背
丈
が
三
十

勺
程
で
開
花
し
、
咲
い
て
み
な
け
れ

ば
何
色
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
あ
と

の
殺
し
み
が
あ
り
ま
す
.

主
催
者
は
、
今
後
も
チ
ブ
タ
ウ
シ

ナ
イ
川
と
共
に
町
民
に
愛
し
て
も
ら

い
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

ロシア共和国考古学研究員ら

美利河1遺跡出土品見学

札
腕
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「北
方

品
l
ラ
ン
ア
に
お

け
る
細
石
刃
石
器
群
の
起
源
と
拡
散
」

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
二
十
名
が
七

月
三
目
、
当
町
を
訪
れ
、
英
利
河
1

遺
跡
、
神
丘

2
遺
跡
出
土
品
を
見
学

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
出
土

品
を
展
示
し
、
寺
崎
学
芸
員
が
出
土

品
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
、

中
園
、
総
園
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
固
か
ら
集
ま

っ
た
研
究
只

が
出
土
品
を
手
に
と
り
、
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
熱
心
に
説
明
に
聞
き
い

っ
て
い
ま
し
た
。

H

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
H

キ
ャ
ラ
パ
ン
隊

来

町

第
四
十
二
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
連
動
」
の
一
環
と
し
て
、
瀬
棚
区

保
様
司
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
十
七
名

が
七
月

一
目
、
来
町
し
ま
し
た
。

w
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
。
は

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明

第
十
七
回
、
今
金
町
高
齢
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
町
杜
会
福
祉
協
機
会

・

町
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
主
催
で
、
六

月
十
八
日
、
小
雨
ま
じ
り
の
悪
天
候

の
た
め
‘
総
合
休
育
館
に
お
い
て
、

三
百
二
十
八
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
地
区
ご
と
に
五
チ
ー
ム

に
分
け
、
あ
な
た
と
わ
た
し
は
ピ

ッ

タ
ン
コ
、
今
金
幼
稚
園
児
と
走
る
お

じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
一
緒
に
走
ろ

う
等
趣
向
を
凝
ら
し
た
八
種
目
に
元

気
い

っ
ぱ
い
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

る
い
社
会
」
を
統
一
標
語
に
掲
げ
て

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
町
媛
助
の

た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を

求
め
る
も
の
で
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
街
づ
く
り
に
努
め
て

い
く

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
毎
年
七
月

に
全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
前
に
お
い
て
、
町
職
員

及
び
関
係
者
を
前
に
、
代
表
者
が
法

務
大
臣
メ

y
セ
1
ジ
を
耽
み
上
げ
て

町
長
に
伝
達
。
こ
れ
に
対
し
て
町
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
同
隊
は
町
内
を
パ
レ

ー
ド
し
道
行
く
町
民
に
運
動
向
趣
旨

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

第29回町畜産共進会

• (・体
形
美

を競

う

今
金
保
育
所

・
小
百
合
保
育
園
の
か

わ
い
い
遊
戯
の
数
々
、
今
金

・
花
石

の
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
出
し
物
で
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

告
鶴
技
に
大
ハ
ッ
ス
ル

た
。最

近
は
普
段
か
ら
体
を
動
か
し
て

い
る
お
年
寄
り
が
多
い
の
で
、
動
き

が
軽
や
か
で
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
方
が
多

数
お
り
、
ゲ
ー
ム

に
真
剣
に
取
り
組

み
‘
応
援
に
も
熱

が
入

っ
て
い
ま
し

た
.競

技
終
了
後
、

会
場
を
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

余
興
に
入
り
ま
し

た
。
余
興
で
は
、

参
加
者
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
余
興
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。

1
 

4
 

[
 

町
畜
産
共
進
会
主
催
の
第
二
十
九

回
畜
産
共
進
会
が
七
月
十
六
日
、
家

畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
肉
用
牛
四
十
七
頭
、

馬
三
十
頭
、
乳
用
牛
五
十
五
顕
の
出

陳
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
肥
育
よ
り
や

体
位
を
競
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
最
高
位
は
次
の
通
り
で

し
た
。

。
乳
用
牛
マ
未
経
産
の
部
ナ
カ
/

.
7

リ
ナ

l
・
イ
ン
ス
ピ
レ

l
シ
ヲ

ン
(
神
丘
中
野
貞
雄
♂
)
マ
経
産

の

部

ハ

y
ピ
l
へ
イ
ブ
ン

・
ア
ー

ル

ジ

ェ

ニ

ウ

ォ

l
デ
ン

(鈴
岡

・
白
岩
正
英
ぷ
)
O
肉
用
牛
マ
未
経

産
の
郁
さ
く
ら
い

5

(神
丘

桜

井
利

一
♂
)
マ
経
産
の
部
た
だ
と

み
2

(
八
束

・
村
瀬
広
一

ぷ
)
守
子

牛
の
部
か
ね
み
や

3

(金
原
・
伊

藤
金
蔵
ぷ
)

O
馬
の
部

英
姫
号

(
白
石
村
上
英
雄
♂
)

1
 

5
 

1
 



‘ I ま
ず
は ~ φ 砂
手続ゆ
本投か
をげい
見屋 川怠(
せさモ道
てん ;ノ楽
と)。マ 亭

ネ津
を都
:ひ夢
ろさ

iうん
) 

6月21日各校運動会カメラスケッチ

の雨天のため、体育館で工夫をこらしだ徒競走(美利河小)
.J.J刀 回れて 5(金原小)

地獄対抗綱引き

好
天
に
恵
ま
れ
元
気
に

走

り

踊

る

1
 

6
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写
真
の
ほ
う
ガ
実
物
よ
り
こ
わ
い
M
H

朝
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
七
月
五
日
側
、
第
十
七

聞
の
光
の
星
学
園
運
動
会
が

「大
き
く
育
て
ふ
れ
あ
い

の
輪
」
を
テ
!
?
に
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
あ
か

・
あ
お
・
き
い
ろ

・
ピ
ン
ク
の
各

チ
l
ム
に
わ
か
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
日
赤
奉
仕

団
な
ど
九
十
名
余
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
二
十
四
種
類
の
各
競
技
に
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
.

園
生
・
一
般
職
員
同

一
の
競
技
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

等
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
数
あ
り
、
速
く
か
ら
駆
け
つ
け

た
父
兄
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
交
流

を
深
め
梨
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
.

玉入れ餓技!こ向かう光の里学園園生たち

• 

、‘-
企何匹すくえまし定力(金魚すくい)

首なつかしの「めんこ大会J 砂

• 

+すごいか力もち(金原小)

さ ¥
てご， '，，"

何活

f号チ
， )レ
グ
ラ
ン
プ
1) 

種
}II 

) 

キ全般児童による障害物リレー(八束小)

惨

うボ
ま|
くり
たン
おグ
せし
たよ
かう
怠(
?種

JlI 

) 

一
孫
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
パ
ト
ン
タ
ッ
チ

‘

(

申

里

小

)

ーー唖回』コτ P 、-

4大きな口でパクグ(神E小)



明日の今金を語るこん談会

桧山支!守長と語3夢ビジョc，栓山・舎金開催

町
背
年
会
機
主
似
の
「
桧
山
支
庁
長
と
語
る
夢
ビ
ジ
ョ
ン
桧
山

・
今

金
」
が
六
月
二
十
五
日
側
、
午
後
七
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
支
庁
長
と
背
年
が
、
こ
れ
か
ら
の
桧
山
今
金
の
未
来
像
に

つ
い
て
副
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り、

今
後
、
背
年
自
ら
が
広
域
的
な
悦
野
に

立
ち
、
桧
山
町
住
民
と
し
て
町
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
る
べ
き
か
を
学
習
す
る
機
会
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
青
年
会
議
関
係
者
・
町
づ
く
り
団
体
関
係
者
等
、
=
一十
名

あ
ま
り
が
出
席
し
て
、
支
庁
長
の
「
桧
山
の
未
来
と
青
年
に
期
待
す
る
も

の
」
と
題
し
た
秘
話
を
聞
き
フ
ロ
ア
ー
ト

l
ク
に
移
り
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
支
庁
長
は
ご
』
の
ま
ま
の
状
態
で
は
桧
山
に
未
来
は
な

い
。

一
番
町
問
題
は
人
口
減
で
あ
る
。
ま
ち
が

っ
た
幻
想
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
視

点
を
町
く
も
っ
て
物
事
を
き
ち
ん
と
考
え
る
こ
と
が
必
要
、
川
市
川
に
人
生
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
桜
を
も
っ
て
ほ
し
い
己
と
背
年
に
注
文
を
つ
け
て
い
ま
し
た
.

そ
の
他
、
コ

ミ
ュ
タ
空
港
誘
致
、
農
村
花
嫁
対
策
、
国
際
交
流
の

在
り
方
な
ど
に
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

/ • • 

日四
日幽
函
函
函
園

郷
土
芸
能

光
の
阜
の
大
般
を
借
り
て
、
大
変

「

神

丘

繋

明

太

鼓

」

な
練
習
を
椴
み
箆
ー
ね
て
、
つ
い
に
曲

を
全
て
党
え
た
。
初
め
か
ら
最
後
ま

神
丘
小
六
年

竹

内

光

ど

で

通
し
て
太
鼓
を
た
た
く
こ
と
が
で

ha--圃
圃
圃
圏

f
F

き
た
時
、

僕
円
心
は
喜
び
で
い
っ
ぱ

hE------E且

-vJ'

い
だ

っ
た
。

戸

J----uv・
司
副
唱

神
丘
開
基
百
年
記
念
式
典
の
日
が

d

姐・・・r訓示
「
i掃
、、

!、

近
づ
き
、
太
鼓
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

，f
ar
E
-、

緊
張
の
あ
ま
り
ド
キ
ド
キ
し
た
。

「
僕
達
五

・
六
年
生
は
繋
明
太
鼓
い
よ
い
よ
記
念
式
典
の
目
、
つ
い

の
最
初
の
一
歩
だ
か
ら
、
頑
張
ら
な
に
僕
遥
町
出
番
が
や

っ
て
来
た
.
心

け
れ
ば
」
と
去
年
内
発
会
式
何
時
、
臓
が
は
れ
っ
し
そ
う
な
く
ら
い
ド
キ

強
く
心
に
思

っ
た
。
僕
内
心
は
期
待
ド
キ
し
て
や

っ
と
た
た
き
料
、
え
た
。

で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
.

そ
の
時
、
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ

④

i
l
i
-
-
:
:
i
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
f
i
f
E
i
-
-
z
;
;ぺ

て
生
晶
に
勤
め
ま
し
ご
。

、

…

子
供
か
ら
老
人
達

d
f育
委
員
会
社
前
教
育
課
に

…

一

に

喜

ん

で

も

ら

勤

め

て
お
り
ま
す
田
中
祭
で
す
。
一

一

え

る

仕

事

を

今
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
す

一

叫

j
:

の
に
精
一
杯
で
す
が
、
先
輩
方
の

や

…

本
町

田

中

崇

♂
側
指
導
を
受
け
、
勉
強
し
て
い
き
、

…

「

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し
子
供
か
ら
老
人
達
に
喜
ん
で
も
ら

一

品

問
団
側
阿

Hnu副
刷

、

'

え
る
仕
事
が
出
来
る
様
頑
張
り
た

山

富

圃

・

・

・

・

・

問

、

も
唱

い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

…

a
 .... ，4qa
-
n
F
-

お
願
い
し
ま
す
u

h

t
弓

圃

圃

L
代
‘，

VSF
回
中
さ
ん
は
本
町
で
洋
品
庖
を

一

曹
-
.
.
 ，Fm
・-

E
E
'
E司岨
圃

営
む
明
さ
ん
の
長
男
で
、
パ
ス
ケ

刊

し伊

一

aa--園
理
』
目
、
-h

yト
ポ
ル
、
野
球
な
ど
の
ス
ポ

…

引
「
triv--'p
h

lyが
得
窓
で
、
早
起
き
は
苦
手

目

f
i
i
S
i
g
i
s
-
-
i
y
f
i
l
l
i
s
-
-
i
j
a
f
f
i
-
-

第13回
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eee 
教育委員会では、聞の歴史、自然を物語る資料怠どを

集めております。

お宅にある町に関連のある古い物、書籍など、または、

家の近く、林!こ野生動物、鳥類の死ガいを見つけました

ら教育委員会社会教育課、もしくは、下記の町文化財保

護委員の万ヘご連絡ください。

〈今金町文化財保護委員〉

役職 氏 名 住所 電話番号

委 員 長 中川繁一 南 田T 2 -1610 

副委員長 井村 毅 種 )11 2 -0508 

委 員 丸山良祐 美 利 河 3 -7303 

" 中山和信 鈴 金 2 -3011 

" 阿知波公子 八幡町 2 -0174 

" 及川簿子 鈴 金 2 -3024 

" 佐藤朝治 ハ、 東 2 -0935 

H 多 国守伸 神 丘 2 -2201 

" 田口慎 一 南 栄 町 2 -3159 

111話中の真田俊一桧山支庁畳

。
目

的

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ

て
の
人
々
が
健
康
的
に
い
き
い

き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
砂
ま
ち
づ
〈
り
仰

を
進
め
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
自
ら
肉

体
験
や
将
来
の
夢
な
ど
を
と
お
し
て

考
え
る
こ
と
に
よ
り、

「
高
齢
化
」

や
「
過
疎
化
」
を
身
近
な
問
題
と
し

て
と
ら
え
る
。

。
実
施
内
容

っ
た
。
僕
は
大
変
だ

っ
た
こ
と
を
忘

れ
、
た
だ
た
だ
う
れ
し
か

っ
た
。

十

一
月
、
光
の
単
学
園
祭
で
も
、

太
般
を
た
た
く
ニ
と
が
で
き
た
.

そ
し
て
今
年
、
宝
く
じ
の
助
成
金

で
神
丘
小
学
校
に
新
し
い
太
鼓
が
そ

ろ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
太
鼓
で
運
動

会
的
時
さ
っ
そ
く
た
た
く
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

今
年
は
借
り
物
の
太
鼓
で
は
な
い
。

新
し
い
太
鼓
を
見
る
と
、
僕
は
こ
れ

か
ら
も
み
ん
な
と
協
力
し
て
繁
明
太

肢
を
も

っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
太

鼓
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

4

司
神
丘
繁
明
太
肢
の
み
立
さ
ん

• • 

狭伊斉杉
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+ 邑
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l・・・・1.t..， . ・・・・・ I親カ、ら

-¥"'t-'¥ J'r・・・園 生後 8ヶ月で歩き始的、今ではー ;
!..---、じ-' -.....日中外で遊びたがるワンパク娘です。 i

し~竺竺空三------ー 一一一一一一一一-e， ! 
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fEiR 今重周7

平
成
四
年
度
町
村

職
員
の
採
用
試
験

に
つ
い
て

平
成
四
年
度
町
村
職
員
採
用
試
験

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
U

雷
ロ

一
、
受
付
期
間
平
成
四
年
八
月
十

五
日

ω1三
十
一
日
開

一
一
、
試
験
日
平
成
四
年
九
月
二
十

日
伯

三
、
保
用
予
定
(
今
金
町
)

一
一
』
三
名

目
間
受
付
、
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

総
務
謀
総
務
係
へ

機診を受けて明るい健康づくり

8月みんな

{総
務
課
総
務
係
〉

夏
の
水
難
、

山
岳
遭
難
防
止

e 

本
絡
的
な
哀
の
到
来
を
迎
え
る
八

月
は
、
多
く
の
人
々
が
海
水
浴
や
ハ

イ
キ
ン
グ
へ
と
繰
り
出
し
、
真
夏
の

太
陽
を
満
喫
す
る
時
期
で
す
。

し
か
し
、
例
年
こ
の
時
期
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
な
ど

か
ら
捕
ま
し
い
都
故
に
遭
う
ケ
ス

が
後
を
絶
た
ず
、
昨
年
も
今
金
町
居

住
の
男
性
が
海
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。せ

っ
か
く
の
夏
、
悲
し

い
事
故
に

迎
わ
ぬ
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

{
北
桧
山
笹
察
署
}

無
料
法
律
・
調
停

相
談
の
お
知
ら
せ

と

き

十
月
一
日
附

午
前
十
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

と
こ
ろ

丸
井
今
井
デ
パ

ト

七
階
特
設
会
場

函
館
市
本
町
三
十
二
番
十
五
号

*

交
通
事
故
、
家
庭
内
親
族
聞
の

問
題
な
ど
、
身
近
な
紛
争
に
つ
い

て
弁
餓
士
と
調
停
委
貝
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

*

詳
し

い
こ
と
は
、
函
館
家
庭
裁

判
所
総
務
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く

¥ . • 

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

3日伺}

10日明)
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 17日開) 10: 00-15 : 00 全地 区 保健指導、健康相談

24日開)
センタ ー

31日開)

② 手L 児 相 談
生後

6日開
受付時間

" 
町 民

" 6、 9ヶ月児 13 日日-13:30 センタ ー

③ 妊 婦 相 談 妊婦の方 11日ω 受付時間
" " 

尿検査、血液検査、歯科指

12: 45-13 : 15 導、助産婦指導

@ 宵 児 講 座 生後 3ヶ月児 20日同
受付時間

" " 保健指導、健康相談
9 : 30-10 ∞ 

⑤ 手L 児 健 事同J会
生後 4、 7、

20日同
受付時間

" " 
身体計測、医師診察、歯科

10、 12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指導、栄養指導、保健指導

⑥ 股 脱 健 診
生後 2ヶ月と

24日開) 13: 00-14 : 00 " 
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 保 健 所

(町民福祉課衛生係 国保係)

〕日1
 

〔

社会福祉協議会だより
•. 1. 10 

， 

器光町且掌園、量舟園、社会掴世値圏全への多踊の

、 ご寄附ありがとうございま Lf:..
(敏挽略〉

@ 
〈東京〉 Jt槽山.ランチ<7サ→H ~ 麟 型壁

大 野 場 平 『閣老歌Jフ7 イプ 9手4 山纏投
全国社会福祉凶雌金 創眠 図信芳 島克 E、高蝿正人

く滝川市〉 惚 • 蘭 庖依願 陸、高野定晴

総 B明 理主 光 掲両崎 自民 官 干佐々木金物盾

〈眉..敏〉 寂 t情 ー嫡 • 胃

g 多 a 富 山 下 修 鯵 山 育 引佐

〈軒十埠HI町〉 北 崎 山ヲイオ Jズクラブ 伊 調腹 フ、エ

米 悶 ~ 干車，、 イ • 何 之 ，思

〈紙得町〉 " 本 事 ~同
a‘ • ヌ

古 川 盛〈骨量町〉 山 ロ キヌ子

〈純健市〉 ~ 山 " ホ 土 思 副院

宮 舗 m佐 踊 多仁省 ~ • w 
関 図 久 江白石老人 ク ヲプ 級 ホ ツ ナ

片 岡 r手 三櫨川 婦人会 三白R 楓 相 男
4、 体 拾 m"字 " .. 

僚級
飼 枚 旬開

〈事if別町〉 向

" 
安太郎 下 疋 孝

a = 揖~金控~協会 国 中 e 次

〈東11:'"村〉 夏 凶 正 {申神丘 i畢 色白 t古会

原 '官 盛 雌神 保 食 g マ ド ノ ナ

〈量別市〉 山 本 民 -I=- 」ヒ 賜 E苦
伊 S事 綱 也大 倉 ~ * M ~ 悶 住 a農
〈ニtコ町〉 河 図 o ニ 加膳組土壇

初 隠 郎'" 村 均 大 合 5ミ 関車

〈福島町〉 安 E蚕 唖小池 a・平広
石 白. 撃 ー 山 定 紀 k 多 関 制 子
〈函館市〉 a廃 " 朗 会伊

“ 
文

民苔 E 計事萌断 択 • .Qi l~ 金 会 .. 
竹 次 子息予 伊 '医 iE I r，摩 本 信 子
白鳥 西 f富 S提竹 内 亙 去今金棟一 司開二老人クラブ

側惨 主食 金 事態今 金 冒， "ナ，まこ

佐 護 男 治骨量町.同組合フ ラ ワ

絵 舗 実 総酉 官町 内骨 庫大和荏 ~ 雄

u，雲町〉 近 随 建 股幽 浅 • 夫

近 繭
"・

檀神丘小学慢 富町 図
守樽

聞

<.万.. 町〉 今金 {孟くさん ~ 凶 子

金 沢 留 三'" 厨 関 聞 庸竹 内 IL 子

Ib ホ t・ 干今金町社会福祉出陣金 今 'サ 措

高 編 ，、 ル神丘青年団 富 図 贋

〈奥尻町〉 ス ナ ， タ a自 山 姻 作

上 " a・ ..芭ち，んラ メン ~金町民生児量署員脇陣金
〈土J園町〉 戸 " 思 .， .. 水 思

欄 原 孝 雄小西豆腐庖 属 影 笥 炎

〈厚沢.. 町〉 阻 村 • a石 井 凶 子

Jt 島 Eま ."時 原 商 庖石 9争 俊 直

〈江豊町〉 外置蝉 1帳居 制. 図 期 子

樋
a‘ 綱 船外崎鮮魚眉 平 択 :喜子.. 図 " 芳 .. 

夢" 111'. 関 ， さ え

下 岡 格 悼平代吾 茂児 韮 園 子
〈大成町〉 犬 塚 ア サ 子 太 図 久英子

高 幅 欧 午佳麗恒金工車所 jヒ 山 栄

大 野 敏 巴国井申 剛舟金ラ イ オンズク ラブ

く量棚町〉 八重檀 t骨~ 箪 学 俊

平 山 明 英昨 川
" " 現時 多 図 守 倫

辻 " 
年佐々木 作 太 郎 a 調依 忠 行

関 付 共 干干 相 工 櫨 置 臨時掲院 事金商

山 図 照 骨金町民会 八 千 よ

<Jt槍山町〉
制
奮回突容罰重

隠 ~ 作 今金銅樫

愛

称

は

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
で
す

「担
当
区
事
務
所
」
及
び
寸
担
当

区
主
任
」
を
「
森
林
事
務
所
」
、
「
森

林
官
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
こ
と

に
伴
い

「森
林
官
」
及
び
「
所
只
」

の
愛
称
を
募
集
し
、

フ
才
レ
ス
タ
ー

に
決
定
し
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
!
と
は
英
語
で
「
森

林
官
L

、

「林
業
技
術
者
」
と
い
う

意
味
で
、
語
感
も
や
わ
ら
か
く
、
呼

び
易
い
と
い
う
こ
と
で
、
七
月

一
目

か
ら
使
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
今
金
営
林
署
》

高
額
療
護
費
の
貸
付

制
度
利
用
に
つ
い
て

病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
り
、
医
療
裂
が
高
額
に
な
っ
た
場

合
、
支
払
が
困
難
な
方
に
対
し
、
必

要
な
資
金
を
貸
付
け
い
た
し
ま
す
。

。
貸
付
対
象
と
な
る
方
は
、
今
金
町

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
住

民
税
の
非
課
税
世
帯
、
ま
た
は
、

医
療
授
が
著
し
く
高
額
で
あ
る
な

ど、
特
別
な
型
由
の
あ
る
方
で
す
。

。
貸
付
金
額
は
、
自
己
負
担
金
六
万

円
以
上
、

(住
民
税
非
課
税
世
帯

は
三
万
三
千
六
百
円
以
上
)
そ
の

越
え
た
金
額
に
対
し
十
分
の
九
以

内
と
し
、
(
そ
の
金
額
に
一
千
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
を
切
り
捨
て
る
)
そ
の
金

額
は
一
万
円
以
上
で
す
。

。
貸
付
利
息
は
無
利
息
で
す
。

申
請
、
ま
た
は
、
ご
相
談
の
方
は
、

町
民
福
祉
課
国
保
係
ま
で
。

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら

証
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
、
所
得
状
況
届
に
国
民

年
金
証
書
を
添
え
て
、
現
況
の
届
出

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
に
よ
り
、
受
給
権
者

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

(会
長

諸
戸
義
昭
、
会
員
六
十
二
名
)
は
、

七
月
五
目
、
北
絵
山
町
で
行
わ
れ
た

第
二
十
四
国
道
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
に
お
い
て
、
同
競

技
が
採
用
さ
れ
た
第
十
五
回
大
会
か

ら
迎
統
十
回
目
的
総
合
優
勝
を
は
た

し
ま
し
た
。

そ
の
問
、
第
十
五
回
、
第
十
八
回
、

第
二
十
回
大
会
は
五
種
目
全
部
に
優

勝
と
い
う
完
全
優
勝
、
成
年
女
子
町

都
も
十
団
連
続
優
勝
と
い
う
輝
か
し

い
成
総
で
す
。

今
後
も
、
連
勝
記
録
が
ど
こ
ま
で

• • 
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年
中
の
所
得
及
び
生
存
な
ど
の
状
況

を
審
査
し
、
本
年
八
月
か
ら
翌
年
七

月
ま
で
の
支
給
額
を
決
定
し
て
年
金

証
岱
に
位
入
し
国
民
年
金
証
昏
を
お

返
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
八
月
十

一
日
以
降
、

年
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
国
民

年
金
証
岱
を
忘
れ
ず
に
役
場
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
年
の
届
出
を
も
と
に
所

得
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
単
倒
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
扶
養
義
務
者
な

ど
が
前
年
と
変
わ
っ
て
い

る
場
合
は
、

必
ず
年
金
証
書
を
提
出
の
際
に
そ
の

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

八
月
六
日
闘
は
献
血
肉
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

戸』
雷
ロ

一、

役
場
前

9

∞1
U
ω

二
、
農
協
検

H

6

1

口
∞

{
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

ニ
一
種
混
合
予
防
接
種

(
第
一
期
)
の
お
知
ら
せ

三
種
混
合
予
防
接
種

(第

一
期
)

を
次
の
予
定
で
お
こ
な
い
ま
す
。

続
く
か
楽
し
み
で
す
。

4

叶
i
F

言己八
月
二
十
五
日

1
二
十
八

日
の
間

九
月
二
十
二
日

i
二
十
五

日
的
問

十
月
二
十
七
日

l
三
十
日

町
間

輯
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日

回
覧
及
び
対
象
者
へ
個
別
通
知
い
た

し
ま
す
。

回
目

回
目

回
目

{
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

野
生
大
麻
・
不
生
け
し

の
撲
滅
に
ご
協
力
を

大
麻
を
吸
煙
す
る
と
、
知
覚
、
感

覚
的
変
容
ひ
い
て
は
幻
覚
を
も
た
ら

し
、
急
性
、
慢
性
中
毒
に
よ
り
精
神

異
常
状
態
と
な
り
、
特
に
成
長
期
に

あ
る
青
少
年
に
あ
っ
て
は
、
精
神
的

に
不
安
定
で
あ
り
大
麻
を
吸
煙
す
る

こ
と
は
一
般
成
人
以
上
に
危
険
な
こ

と
で
す
。

ま
た
、
け
し
は
鑑
賞
用
と
し
て
広

く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
け
し
に

は
亨
く
の
品
種
が
あ
り
、
貯
可
を
受

位
ず
に
栽
培
す
る
と
厳
し
く
罰
せ
ら

紅
る
品
種
も
あ
り
ま
す
。

一野
生
大
麻

・
不
正
け
し
を
発
見
し

た
際
は
‘
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。今

金
保
健
所
8
2

0

2

5

1

1
 

1
 

1
 

[
 



さき金町産業まつり

clω~2まつり行事日程

女歩行者天国

O ほが bか市

8月14日後)

第包囲B月の休日当番医

楢崎病院 ( 瀬 棚)fi⑦3021

富田医院(今金)fi@0324 

平 病 院(北格山)fi@5011 

今金町国保病院(今金)fi②0221

北柏山町国保病院(北槍山)fi@5321 

2日

23日

9日

16日

-生ビールまつり

(旭町商庖街)

O ビ yクリ市 (昭和・仲通り商庖街)

女 THE SAKURAコンサー卜

高英会園(雨天

-金魚すくい
30日

総合体育館)

女歩行者天国

。ほがレコ方、市 ・金魚す〈い・生ビールまつリ

・歌のタベカラオケ大会 (旭町商庖街)

O ピY?リ市 (昭利・仲通り商庖街)

0商工会互の売出し抽せん会特別アトラクシ ョ

ン (昭和通リ特設会場)

古農林楽園広場

・ 1寺~IIア ト ラクション

古町民駅伝競争競技大会

(今金橋ー田代橋間の左右築堤)

宅金納涼.j:いとこ卜コトン盆踊り

(産業会館前駐車場)

8月15日佳)令令。80住民の動態 令。80令

首'1月対比

(-5 ) 

(ー 2) 

(-3 ) 

( 0) 

6月末現在

7，627人

3，705人

3，922人

2，493世帯

人 口

男

女

世帯数 (今金農協前広場)

EJおたんじようおめでとう

8月16日(日)

脅利別清流ランド (利別川河I11敷き)

・親子釣り 大会 ・ノマークゴルフ大会 ・トライ

アスロン マンテングノてイク大会 ・ノてギ 車

猷乗会

台近隣中学校交流野球大会 (健民グラウンド)

台車内涼ょいとこ卜コトン盆踊り

(産業会館前駐車場)

下メ ッ
ブ商古

南町

高美町

昭和町

栄町

大和町

(清明九長女)

(克之九長女)

(捗九長女)

(光義九 2女)

(彰ーさん長男)

(正九 2主)

6月15日

6月16日

6月17日

6月23日

6月23日

7月 7日

ム
美
か
香
川
涼
‘
衣
凹
洋
'
会

附彩
u友

z
麻
帥
賞
恕
ノ

岩

崎

司

美

川

掲

小

尾

郷

渥

赤

地

固 いつまでもお Lあわせに
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六
月
二
十
二
日
、
午
後
七
時
か
ら

ス
ナ
ッ
ク
ま
こ
で
五
十
名
あ
ま
り
が

参
加
し
て
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。阿

知
波
さ
ん
は
、
本
町
出
身
で
舞

台
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
が
、

品)

東町

寒昇

豊寿園

南町

鈴岡第二

神丘高台

南町

睦美さん(喜

78歳

98歳

90歳

74歳

87歳

87歳

81歳

誠さん(上豊田)~安達

画 お〈やみもうしあげます

6月23日

6月25日

6月30日

6月30日

7月12日

7月12日

7月15日

鈴木末吉さん

重村善吉さん

大野 直澄さん

高田 トメさん

立薮 由松さん

中野喜久次郎さん

内海7 サエさん

%笹森

発
行
/
北
海
道
4

フ
金
町
役
場

C
耐
②

0
1
1番

い
声
援
と
優
し
く
暖
か
い
雰
囲
気
は
、

悟
美
き
ん
に
は
非
常
に
大
き
な
励
み

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
同
会
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
の
外
崎
さ

ん
ま
で

E
2
o
l
-
-
内
線
1
2
3
へ

編
一集
一後
一記

七
月
は
、
四
日
の
末
広
七
夕
ま
つ

り
、
七
日
の
き
も
だ
め
し
、
十
一
日

の
七
夕
夢
の
市
と
七
夕
に
関
連
し
た

催
物
が
三
つ
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
広
報
広
聴
係
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
全
部
に
顔
を
出
し
て
み

ま
し
た
。

町
内
の
各
行
事
の
マ
ン
ネ
リ
化
が

叫
ば
れ
、
主
催
者
は
行
事
の
内
容
な

ど
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
き
も
だ
め
し
ゃ
ゲ

l
ム
に

夢
中
に
な
る
子
供
達
を
み
て
い
る
と

案
外
マ
ン
ネ
リ
化
を
意
識
し
て
い
る

の
は
大
人
の
方
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

チ
ラ
ン
を
見
て
大
人
は
イ
ベ
ン
ト

内
容
を
考
え
参
加
・
不
参
加
を
決
め

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
自
ら
参
加

し
楽
し
む
こ
と
も
進
め
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


